
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きぬた 1 5 5 号  

（1 ページ） 

⚫ OPINION 

 憧れの親子登山に挑戦 

⚫ INFORMATION  

 

（２ページ） 

⚫ イベントインフォメーション 

冬のキャンプ 

⚫ イベントリポート 

  県レク大会 

  アウトドアクッキング 

● おめでとうございます（表彰） 

  第 155号（2023-04号） 発行日 令和 6年 1月 15日 

http://saitama-camping.jp/ 

E-mail  saitama@camping.or.jp 

N PO 法人埼玉県キャンプ協会 ,   〒３３６-０９７４  埼玉県さいたま市緑区大崎 3551  浦和大学  中島研究室  

h t tp ://sa i tama-camp in g . j p /    E-ma i l  sa i t ama@camp ing . o r . j p    TEL080-9821-6844  (事務局専用 )  

会員の投稿を募集します 
OPINION／Come on SCAJ！／ 

Camp 情報 

 きぬたでは、会員からの情報を募集して

います。 

〇キャンプ体験の感想 

〇楽しい活動の写真 

〇快適キャンプ場や便利グッズの情報等 

 

お寄せいただいた投稿は、「きぬた」や

「ホームページ」で紹介します。あなたの

体験や情報が、きっと他の会員の役に立

ちます。投稿が掲載された方には、もれな

く素敵なプレゼントを贈呈します。ただし、

公序良俗に反するもの、個人のプライバ

シーを侵すもの、個人を誹謗中傷するも

のは、不採用とさせていただきます。 

 

左の QR コードから 

投稿してください。 

 

投稿先 

 saitama@camping.or.jp 

INFORMATION 

3月下旬に臨時総会を行います 

NPO法人埼玉県キャンプ協会では、3月

下旬に来年度の事業案と予算案を審議

する臨時総会を実施する予定です。NPO

社員には、詳細決定次第ご連絡します。 

親子登山…。 

キャンプの資格を持ち、お子さんがいらっしゃる方ならば一度は思い浮か

ぶ言葉ではないでしょうか。親子登山の素晴らしさや生き生きとした体験談を

見聞きするたびに、いつか私も息子を連れて登山をしたいと思っていました。 

７歳の息子と登山したのは、日本百名山に名を連ねる有名な会津磐梯山

です。この山を選んだ理由は、息子の母親や親戚が子どもの頃に登ったこと

があり、息子が磐梯山を登ることで、今回は一緒に登山できなかった母親や

親戚とも体験を共有できるのではないかと考えたからです。 

準備を整え、いよいよ出発すると、登山口から３歩進んだ瞬間に、息子が

「もう帰りたい…」とつぶやきました。私は頭を抱えて「どうしよう！」という状態

でしたが、今までの息子のことを考えると、真面目に取り合わない方が良いと

直感し、「大丈夫、大丈夫！」と言って息子を励ましました。１合目くらいで「頂

上まだ？」や「エレベーターで行く方が最高だよ！」などネガティブ発言を連

発。頭を抱え続ける道のりでしたが、時折見える檜原湖や目の高さで飛んでく

るオニヤンマ、木の根っこや岩のアスレチックなど、息子の興味を引くことが増

えてくると少しずつ登山の良さを感じられるようになりました。自然には私たち

を引き付ける不思議なエネルギーがあるなと、あらためて実感しました。 

山頂に向かう急勾配の道は息子にとってかなり苦しかったと思いますが、

最後まで登り切ることができました。眼下には猪苗代湖がはっきり見え、雲は

手の届くところにありました。あの時の息子のニコニコとした表情はおそらく一

生忘れることができないと思います。家に帰った時に、母親や親戚から「２年

生で登り切ったのはすごい！」と褒められた時のまんざらでもない息子の顔も

印象的でした。 

今回の親子登山を通して実感したのは、たくさんある体験談はほんの一例

にすぎず、実際に体験しなければわからないことが多いということ。息子の機

嫌が悪い時はお腹が減っている時が多いこと。親子で一緒の挑戦をする素

晴らしさ。自然のエネルギー。数え挙げればきりがありません。私は来年も行

きたいと思っているのですが、息子は「次は中学生かな」と言います。さて、ど

んな手を使って連れ出そうかと、今から計画を立てているところです。 

 

NPO法人埼玉県キャンプ協会 会員（事務局長） 中島 悠介 

会員から届いたキャンプの話題や体験談、ご意見などを紹介します。 

憧れの親子登山に挑戦 

mailto:saitama@camping.or.jp


 

2 ページ NPO 法人埼玉県キャンプ協会  きぬた  
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 
 

 
                                         

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
                                        

 
 
 

 

2023年 11月 12日(日) 

どんちゃんふぁーむ(埼玉県嵐山町) 

どんちゃんふぁーむは、有機栽培に取り組む農家さ

んです。今回の参加者は 12名。寒い一日でしたが、

焚火を囲みながら楽しくクッキングを楽しむことがで

きました。 

 近くの畑で、どんちゃんふぁーむのオーナーから有

機栽培の喜びや苦労、有機栽培での野菜育成方法、野

菜の名前などのお話を聞きながら、料理に使う野菜

（かつお菜、からし菜、山わさび、里芋など）を収穫

しました。 

 メニューは、有機野菜いっぱいのけんちん汁、どん

ちゃんふぁーむの小麦で作った特製うどん、とれたて

有機野菜のサラダ、薬味はオーナーが苦労して選別し

た金ゴマでした。サラダを前菜に、けんちんうどんを

腹いっぱい食べ、デザートは子どもたち手作りの白玉

あんみつ。お土産はオーナーの友人の有機米農家のお

米。家に帰ってからも、嵐山町の思い出を振り返りな

がらおいしいご飯を食べることができました。 

ＮＰＯ法人埼玉県キャンプ協会               ホームページはこちら→ 

http://saitama-camping.jp/  E-mail saitama@camping.or.jp 

〒336-0974 埼玉県さいたま市緑区大崎 3551 浦和大学 中島研究室 TEL 080-9821-6844 

 

アウトドア クッキング 
（有機農家で過ごすアウトドアな一日 2023） 

県レク大会 in 熊谷 

 2023年 10月 22日（日） 

熊谷スポーツ文化公園（埼玉県熊谷市） 

 気持ち良い秋晴れの中、埼玉県内で活動するダンスや

ニュースポーツ等 16種目の団体が、発表や体験ブースを

出展しました。埼玉県キャンプ協会も、キャンプ用品やイ

ベント写真を展示しました。また、来場者に体験していた

だける、缶バッチ作りやフィンランド発祥のスポーツである

モルック体験を行いました。缶バッチ作りでは、自分で描

いたイラストをオリジナル缶バッチにしてお土産に持ち

帰っていただきました。子どもからシニア世代の方まで、

幅広い世代の方にお楽しみいただき、キャンプ協会の活

動について広報するよい機会となりました。 

冬のキャンプ 

2024年 2月 17日（土）～18日（日） 

前橋市赤城少年自然の家 

1 泊 2 日で雪の世界を楽しむキャンプです。冬にしかで

きない雪遊びや、忍者のように木を登るツリークライミング、

凍った湖を渡って歩くスノーシューハイキングなど、冬なら

ではの遊びを楽しみましょう。自然の家の本館に泊まりま

すから、お子様連れでもキャンプ初心者でも安心して参加

できます。冬も元気にアウトドアで遊びましょう。 

冬のキャンプの詳細は、埼玉県キャンプ協会のホーム

ページでご覧ください。参加申込は、下の QR コードから。 

イベント インフォメーション 

イベント リポート 
おめでとうございます（表彰） 

 2023 年 6 月 10 日(土)、当会会員の青柳君枝さんが

「CAMPING AWARD 2023」を受賞され、公益社団法人

日本キャンプ協会から表彰されました。また、当会会員

の奈良原主子さんは、「埼玉県レクリエーション協会功

労賞」を受賞、2023年 10月 22日の県レク大会で表彰

されました。お二人の功績に感謝し、受賞を心からお祝

い申し上げます。 

「 このたび埼玉県レクリエーション協会功労賞をいただ

いてまいりました。これも共に事業に取り組んでくださっ

たみなさまのおかげと感謝の気持ちでいっぱいです。

今後もキャンプ協会はもちろん、野外活動の発展と普

及につとめていきたいと思います。」（奈良原主子さん） 


